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1
富
士
富
士
宮
道
路
に
つ
い
て

　

富
士
市
の
道
路
交
通
は
、東
西
方
向

に
東
名
高
速
道
路
、新
東
名
高
速
道
路
、

国
道
１
号
、国
道
４
６
９
号
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。南
北
方
向
に
は
国
道
１

３
９
号
な
ど
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

東
西
方
向
と
比
較
す
る
と
相
対
的
に

能
力
が
不
足
し
て
お
り
、平
成
31
年
２

月
に
策
定
さ
れ
た
富
士
市
の
交
通
計

画
に
お
い
て
も「
南
北
交
通
軸
の
強
化
」

が
課
題
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
富
士
富
士
宮
道
路
は
岳
南
都

市
圏
の
一
体
化
を
図
る
と
と
も
に
、国

道
１
３
９
号
の
渋
滞
解
消
、物
流
や
観

光
な
ど
の
経
済
波
及
に
よ
る
地
域
活

性
化
や
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
の
確

保
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
、

令
和
３
年
に
は
国
の「
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

新
広
域
道
路
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
・
新
広
域

道
路
交
通
計
画
」に
お
い
て
、地
域
連
携
を
強
化

す
る
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路
線
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

富
士
富
士
宮
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
念
図
の

中
で
は
、路
線
は
田
子
の
浦
港
地
先
か
ら
国
道

１
３
９
号
北
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
地
先
ま
で

が
示
さ
れ
て
お
り
、お
お
よ
そ
国
道
１
３
９
号

や
西
富
士
道
路
の
上
に「
重
ね
書
き
」す
る
よ
う

な
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。将
来
、中
部

横
断
道
が
通
る
山
梨
県
南
部
町
を
結
ぶ
構
想

路
線「
富
士
宮
富
沢
連
絡
道
路
」が
実
現
す
れ

ば
、そ
れ
と
の
接
続
に
よ
り
、山
梨
県
を
視
野
に

入
れ
た
、さ
ら
な
る
広
域
的
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
期
成
同
盟
会
に
つ
い
て

　
「
一
般
広
域
道
路
富
士
富
士
宮
道
路
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
」は
令
和
４
年
１
月
に
発
足
し
、

正
副
会
長
は
両
市
市
長
、さ
ら
に
両
市
の
副
市

長
、市
議
会
議
長
、担
当
部
長
、建
設
・
産
業
の

委
員
長
の
ほ
か
、地
元
選
出
の
国
会
議
員
が
役

員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

通
常
総
会
冒
頭
の
挨
拶
で
は
須
藤
会
長
か
ら

「
数
十
年
に
お
よ
ぶ
長
い
時
間
を
要
す
る
事
業

だ
が
、一
刻
も
早
く
実
現
さ
せ
、未
来
の
発
展
に

つ
な
げ
た
い
。脱
炭
素
、渋
滞
解
消
、防
災
の
観

点
か
ら
両
市
を
つ
な
ぐ
広
域
道
路
網
の
整
備
は

長
期
的
な
課
題
。岳
南
都
市
圏
が
一
体
的
に
発

展
す
る
た
め
、両
市
の
さ
ら
な
る
連
携
・
協
力
が

必
要
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
活
動
は
令
和
４
年
９
月
、斉
藤
鉄

夫
国
土
交
通
大
臣
、石
井
浩
郎
国
土
交
通
副
大

臣
に
面
会
し
た
須
藤
会
長
、小
長
井
副
会
長
、

顧
問
の
国
会
議
員
5
人
が
富
士
富
士
宮
道
路

の
必
要
性
を
訴
え
、そ
の
建
設
を
推
進
す
る
た

め
に
、早
急
な
調
査
を
実
施
す
る
よ
う
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

3
当
所
が
期
成
同
盟
会
に
加
入

　

期
成
同
盟
会
で
は
、「
行
政
と
経
済
界
が
一
体

と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」「
地
元
や

経
済
界
か
ら
の
声
を
直
接
国
に
届
け
る
こ
と
が

効
果
的
」の
考
え
に
基
づ
き
、本
年
度
か
ら
、産

業
界
か
ら
広
く
意
見
を
集
約
す
る
と
共
に
組

織
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。新
た
な
理
事
と
し

て
富
士
商
工
会
議
所
浅
見
会
頭
を
は
じ
め
、富

士
宮
商
工
会
議
所
河
原
崎
会
頭
、両
市
商
工
会

の
会
長
、静
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
富
士
支
部
長

の
就
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

就
任
に
あ
た
り
浅
見
会
頭
か
ら

「
今
後
、管
内
事
業
者
の
声
を
ま
と
め
な
が
ら
、

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
要
望
活
動
を
進
め
た
い
」

旨
、抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、両
市
選
出
の
県
議
会
議
員
６
人
が
顧

問
と
し
て
新
た
に
指
名
さ
れ
、就
任
が
承
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
事
業
で
は
、道
路
建
設
促
進
の
た
め

の
運
動
や
国
・
県
へ
の
要
望
、広
報
、Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

4
富
士
商
工
会
議
所
の
取
組
み

　

富
士
商
工
会
議
所
で
は
、令
和
５
年
度
か
ら
、

富
士
地
域
の
広
域
道
路
整
備
促
進
事
業
に
つ
い

て
、新
規
重
要
事
業
と
し
て
持
続
可
能
な
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
、地
域
経
済
界

の
意
見
を
集
約
し
、積
極
的
な
提
言
・
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
富
士
宮
道
路
の
関
連
で
は
、建
設
に
向

け
た
調
査
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、富
士
市
と
連

名
で
国
に
要
望
を
行
う
ほ
か
、西
富
士
道
路
に

新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
や
、永
年
の

懸
案
で
あ
る
国
道
１
号
富
士
立
体
の
早
期
全

面
着
手
な
ど
、富
士
市
と
連
携
し
な
が
ら
国
・

県
に
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

「
富
士
富
士
宮
道
路 
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」の
輪
に
当
所
が
加
わ
り
ま
し
た

　

５
月
23
日
㈫
、富
士
宮
市
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
で
、富
士
市
と
富
士
宮
市
を
結
ぶ「
一
般
広
域
道
路
富

士
富
士
宮
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」（
会
長
・
須
藤
秀
忠
富
士
宮
市
長
、副
会
長
・
小
長
井
義
正
富
士

市
長
）の
令
和
５
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
当
所
浅
見
祐
司
会
頭
を
は
じ
め
、新
た
な
役
員
が
加
わ
り
、道
路
の
早
期
実
現
に
向
け
、国
や

県
に
対
し
、引
き
続
き
強
力
な
要
望
活
動
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一般広域道路／富士富士宮道路 国道１号
富士由比バイパス
～富士立体の早期全面着手～

具体化に向けた
調査推進 

西富士道路
新ICの設置 

 

 

　富士市と富士宮市を連
絡する広域道路であり、令
和3年3月に国が策定した
「中部ブロック新広域道
路交通ビジョン／新広域
道路交通計画」に位置づ
けられた。

→おおよそ国道139号や
　西富士道路の上に「重
　ね書き」するような位置
　になる。

田子の浦港周辺～富士南
麓地域（延長：未定）

新東名高速道路と交差す
る付近／鷹岡地区周辺

�広域交通軸の形成
�高速道路ICと田子の浦
　港を連結
　経済波及効果（物流等）
　産業・観光拠点との連携
　強化

�自動車交通の分散
�新たな土地利用の促進
�経済活動の活発化 

○令和５年度から 期成同
　盟会に参画・富士市と
　国への要望活動を実施
　する。

概要

区間
（延長）

役割
・
効果

要望
○富士市と早期実現に
　向けた要望活動を令
　和４年度から開始した。
　〔要望先：国・県〕

○富士市と平成4年度当時
　から継続してその整備促
　進を国に要望している。

�東西交通軸の強化
�高速道路ICと田子の浦
　港を連結
　経済波及効果（物流等）
　産業・観光拠点との連携
　強化

旭化成北側付近～
新富士川橋（約3.9km）

　富士市（今井）から静岡
市（興津東町）に至る約
21.4kmのバイパスであり、
「交通渋滞の緩和」、「交通
安全の確保」を目的に計画
された道路である。

→「富士立体」は、富士市内
　の平面区間（3.9km）を
　立体化（高架化）する事
　業になる。

　富士富士宮道路の中
心となる西富士道路の
交通課題解消と地域経
済の活性化に大きく寄
与する戦略的な事業で
あり産業界の期待が大
きい。

→「富士山の眺望を楽し
　める新たなまちの玄
　関口」として、物販施
　設の併設も要望。

当所が事業推進を働きかけている富士地域の広域道路整備促進事業です

道
が
変
わ
れ
ば
、富
士
の
ま
ち
、

　

産
業
、暮
ら
し
が
変
わ
り
ま
す

このほか、国道139号の富士改良の整備促進について、富士市と要望を続けています。また、県と市が共同
で整備している都市計画道路／本市場大渕線の早期全線開通について、市から県へ要望されています。

福田特許事務所
特許、実用新案、意匠（デザイン）、商品の出願

特許調査、訴訟、異議申立 など
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TEL 03-3501-8751　FAX 03-3501-3786 

毎週水曜日は、会議所にて
無料相談を実施しています。
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特
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〒417‐0801 富士市大淵2373番地
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富士富士宮道路ネットワーク概念図
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会
富
士
支
部
長

の
就
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

就
任
に
あ
た
り
浅
見
会
頭
か
ら

「
今
後
、管
内
事
業
者
の
声
を
ま
と
め
な
が
ら
、

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
要
望
活
動
を
進
め
た
い
」

旨
、抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、両
市
選
出
の
県
議
会
議
員
６
人
が
顧

問
と
し
て
新
た
に
指
名
さ
れ
、就
任
が
承
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
事
業
で
は
、道
路
建
設
促
進
の
た
め

の
運
動
や
国
・
県
へ
の
要
望
、広
報
、Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

4
富
士
商
工
会
議
所
の
取
組
み

　

富
士
商
工
会
議
所
で
は
、令
和
５
年
度
か
ら
、

富
士
地
域
の
広
域
道
路
整
備
促
進
事
業
に
つ
い

て
、新
規
重
要
事
業
と
し
て
持
続
可
能
な
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
、地
域
経
済
界

の
意
見
を
集
約
し
、積
極
的
な
提
言
・
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
富
士
宮
道
路
の
関
連
で
は
、建
設
に
向

け
た
調
査
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、富
士
市
と
連

名
で
国
に
要
望
を
行
う
ほ
か
、西
富
士
道
路
に

新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
や
、永
年
の

懸
案
で
あ
る
国
道
１
号
富
士
立
体
の
早
期
全

面
着
手
な
ど
、富
士
市
と
連
携
し
な
が
ら
国
・

県
に
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

「
富
士
富
士
宮
道
路 

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」の
輪
に
当
所
が
加
わ
り
ま
し
た

　

５
月
23
日
㈫
、富
士
宮
市
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
で
、富
士
市
と
富
士
宮
市
を
結
ぶ「
一
般
広
域
道
路
富

士
富
士
宮
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」（
会
長
・
須
藤
秀
忠
富
士
宮
市
長
、副
会
長
・
小
長
井
義
正
富
士

市
長
）の
令
和
５
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
当
所
浅
見
祐
司
会
頭
を
は
じ
め
、新
た
な
役
員
が
加
わ
り
、道
路
の
早
期
実
現
に
向
け
、国
や

県
に
対
し
、引
き
続
き
強
力
な
要
望
活
動
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一般広域道路／富士富士宮道路 国道１号
富士由比バイパス
～富士立体の早期全面着手～

具体化に向けた
調査推進 

西富士道路
新ICの設置 

 

 

　富士市と富士宮市を連
絡する広域道路であり、令
和3年3月に国が策定した
「中部ブロック新広域道
路交通ビジョン／新広域
道路交通計画」に位置づ
けられた。

→おおよそ国道139号や
　西富士道路の上に「重
　ね書き」するような位置
　になる。

田子の浦港周辺～富士南
麓地域（延長：未定）

新東名高速道路と交差す
る付近／鷹岡地区周辺

�広域交通軸の形成
�高速道路ICと田子の浦
　港を連結
　経済波及効果（物流等）
　産業・観光拠点との連携
　強化

�自動車交通の分散
�新たな土地利用の促進
�経済活動の活発化 

○令和５年度から 期成同
　盟会に参画・富士市と
　国への要望活動を実施
　する。

概要

区間
（延長）

役割
・
効果

要望
○富士市と早期実現に
　向けた要望活動を令
　和４年度から開始した。
　〔要望先：国・県〕

○富士市と平成4年度当時
　から継続してその整備促
　進を国に要望している。

�東西交通軸の強化
�高速道路ICと田子の浦
　港を連結
　経済波及効果（物流等）
　産業・観光拠点との連携
　強化

旭化成北側付近～
新富士川橋（約3.9km）

　富士市（今井）から静岡
市（興津東町）に至る約
21.4kmのバイパスであり、
「交通渋滞の緩和」、「交通
安全の確保」を目的に計画
された道路である。

→「富士立体」は、富士市内
　の平面区間（3.9km）を
　立体化（高架化）する事
　業になる。

　富士富士宮道路の中
心となる西富士道路の
交通課題解消と地域経
済の活性化に大きく寄
与する戦略的な事業で
あり産業界の期待が大
きい。

→「富士山の眺望を楽し
　める新たなまちの玄
　関口」として、物販施
　設の併設も要望。

当所が事業推進を働きかけている富士地域の広域道路整備促進事業です

道
が
変
わ
れ
ば
、富
士
の
ま
ち
、

　

産
業
、暮
ら
し
が
変
わ
り
ま
す

このほか、国道139号の富士改良の整備促進について、富士市と要望を続けています。また、県と市が共同
で整備している都市計画道路／本市場大渕線の早期全線開通について、市から県へ要望されています。

福田特許事務所
特許、実用新案、意匠（デザイン）、商品の出願

特許調査、訴訟、異議申立 など

〒105-0003 東京都港区西新橋1-6-13 柏屋ビル2階
TEL 03-3501-8751　FAX 03-3501-3786 

毎週水曜日は、会議所にて
無料相談を実施しています。

要予約

特

〒105
T

マキヤグループ

〒417‐0801 富士市大淵2373番地
TEL 0545-36-1000　FAX 0545-36-1500
URL https://www.makiya-group.co.jp

富士富士宮道路ネットワーク概念図
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第20期「富士ブランド認定品」募集

富
士商工会議所認

定品
富士ブランド

《《《　認定品申請をご検討の方は、事前にご相談ください　》》》

問合せ／富士商工会議所　富士ブランド事務局　TEL．0545-52-0995

【認定対象】
1富士地域の素材、名勝、歴史を活かした｢産品｣｢製品｣｢サービス｣
2一般消費者が店舗等で購入できる｢産品｣等であること。
3各社｢自慢の逸品｣を登録すること。【原則、第1期より通算
して1社1品】

【認定基準】
1富士地域で生産され、富士地域の素材、名勝、歴史が活かさ
れていること
2富士地域を全国にアピールすることができること
3独自性・独創性があり、事業の広がりや新たな需要を喚起
できるもの
4生産者・製造者のこだわりがあり、品質が確かであること
5知的財産権等を所有していること、またはこれらに抵触して
いないこと
6その他（販売実績があり、今後も常に販売できる状況にある
こと等）

【事業目的】 富士地域の特産品を掘り起こし、磨き上げ、
情報発信することで、富士地域発の産品・
製品・サービスのブランド力を高め、活力
ある地域づくりを図ることを目的とする。

【認定方法】 8月上旬開催の審査会及び推進会議で認
定基準に基づく評価を行い、認定品を決定
します。(審査会では申請品に関するプレ
ゼンテーションを行って頂きます)

【認定費用】 申請費用はありませんが、認定された場合、
1品目5千円（年）の登録料が必要です。

【募集期間】 令和5年6月16日（金）～7月20日（木）

認定品登録を契機として、優れた地域産品であることを展示会や
イベントでアピールすることで、売上アップを目指します。☝

POINT

■そもそもカーボンニュートラルとは？
　二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」｠
から、植林、森林管理などによる「吸収量」を差し引い
て、合計を実質的にゼロにすること。
　カーボンニュートラルの達成のためには、温室効果
ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化
をする必要があります。

詳細は右記のQRコードからご確認ください。

問合せ／富士商工会議所　振興課
TEL．0545-52-0995

■中小企業がカーボンニュートラル（脱炭素経営）に取り組むことで…

●自社のエネルギー使用量やCO2排出量を簡単に見える化できる無料ツール
●環境省の「温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度」における排出係数を利用してCO2排出量を算出
●電力・灯油等、毎月の使用料・料金をExcel入力するだけで、CO2排出量が自動計算される
●計測する開始月は自社の決算月に合わせるなど自由に設定が可能
●電力は、電力会社別、電気を多く使う時間帯など、利用形態に応じて細かく設定が可能

CO2チェックシート  ポイント５選

資金調達方法の
拡大

SDGsの達成 地球環境に貢献
（CSR活動）

取引先からの
信頼性向上
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第20期「富士ブランド認定品」募集

富
士商工会議所認

定品
富士ブランド

《《《　認定品申請をご検討の方は、事前にご相談ください　》》》

問合せ／富士商工会議所　富士ブランド事務局　TEL．0545-52-0995

【認定対象】
1富士地域の素材、名勝、歴史を活かした｢産品｣｢製品｣｢サービス｣
2一般消費者が店舗等で購入できる｢産品｣等であること。
3各社｢自慢の逸品｣を登録すること。【原則、第1期より通算
して1社1品】

【認定基準】
1富士地域で生産され、富士地域の素材、名勝、歴史が活かさ
れていること
2富士地域を全国にアピールすることができること
3独自性・独創性があり、事業の広がりや新たな需要を喚起
できるもの
4生産者・製造者のこだわりがあり、品質が確かであること
5知的財産権等を所有していること、またはこれらに抵触して
いないこと
6その他（販売実績があり、今後も常に販売できる状況にある
こと等）

【事業目的】 富士地域の特産品を掘り起こし、磨き上げ、
情報発信することで、富士地域発の産品・
製品・サービスのブランド力を高め、活力
ある地域づくりを図ることを目的とする。

【認定方法】 8月上旬開催の審査会及び推進会議で認
定基準に基づく評価を行い、認定品を決定
します。(審査会では申請品に関するプレ
ゼンテーションを行って頂きます)

【認定費用】 申請費用はありませんが、認定された場合、
1品目5千円（年）の登録料が必要です。

【募集期間】 令和5年6月16日（金）～7月20日（木）

認定品登録を契機として、優れた地域産品であることを展示会や
イベントでアピールすることで、売上アップを目指します。☝

POINT
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小規模事業者持続化補助金（一般型）13回目公募受付中

　国では、小規模事業者が事業計画に基づいて行う地道な販路開拓や、その取組と併せて行う業務効率化（生産性向上）の
取組に必要な経費の一部を補助します。

【補助対象者】 〈常時使用する従業員の数が次のとおりである小規模事業者〉
○商業・サービス業（宿泊業・娯楽業以外）　5人以下
○サービス業のうち宿泊業・娯楽業　　　20人以下
○製造業その他　　　　　　　　　　　 20人以下

【補助額・補助率】 
通常枠、特別枠のいずれか1つの枠のみ申請可能です。

※赤字事業者は賃金引上げ枠の補助率が3/4となります。
※インボイス特例の要件を満たしている場合は、上記補助上限額に50万
円を上乗せします。

※ウェブサイト関連費は、補助金交付申請額の1/4を上限とします。
また、ウェブサイト関連費のみによる申請はできません。

【対象となる取組例】
○新商品を陳列するための棚の購入
○新たな販促用チラシの作成、送付
○店舗改装(小売店の陳列レイアウト改良など)

【対象とならない経費の例】
○通常の事業活動のための費用
○単なる取替え更新で販路開拓につながらないもの
○汎用性が高く目的外使用になりえるもの（パソコン等）

【申請期限】 令和5年9月7日（木）（当日消印有効）

【申請方法】 郵送または補助金申請システム（Ｊグランツ）による電
子申請

※郵送申請は減点調整されます。
※電子申請にはGビズIDプライムアカウントが必要です。
取得には数週間程度かかります。お早めにご登録ください。

問合せ／富士商工会議所　経営相談課　TEL．0545-52-0995

※商工会エリア［鷹岡・久沢・厚原・天間等］の事業所は窓口が異なります。
詳細は富士市商工会（TEL. 0545-71-2358）にお問い合わせください。

〈申請から事業実施までの流れ〉

類型 通常枠 卒業枠 創業枠賃金
引上げ枠

後継者
支援枠

補助
上限 50万円 200万円

補助率 2/3 2/32/3（※）

　採択されるためには入念な事前準備が必要となり
ますので、お早めに商工会議所へご相談ください。

●補助金活用事例は
こちらから

●事業計画書の記載例・
手引きはこちらから

〈みらサポplus〉 〈持続化補助金ウェブサイト〉

◇不動産賃貸・売買　◇ビル修繕工事一式

◇ビル管理・経営代行　◇設備・保守・メンテナンス

◇不動産賃貸・売買　◇ビル修繕工事一式

◇ビル管理・経営代行　◇設備・保守・メンテナンス

ＮＴＫ株式会社
本　社 〒103-0026

東京都中央区日本橋兜町16-9
　　　　　　　 第二松木ビル3階
TEL. （03）５６１４-０７２０
URL. https://www.ntkkk.co.jp

ＮＴＫ株式会社
本　社 〒103-0026

東京都中央区日本橋兜町16-9
　　　　　　　 第二松木ビル3階
TEL. （03）５６１４-０７２０
URL. https://www.ntkkk.co.jp

◇清掃・設備保守　◇飲料水貯水槽清掃　◇施設・交通誘導警備　◇衛生害虫防除　

◇空気環境測定　◇マンション管理　◇一般・産業廃棄物収集運搬処理　◇清掃資器材販売

◇清掃・設備保守　◇飲料水貯水槽清掃　◇施設・交通誘導警備　◇衛生害虫防除　

◇空気環境測定　◇マンション管理　◇一般・産業廃棄物収集運搬処理　◇清掃資器材販売

株式会社 東亜ビルサービス ／ 有限会社 東亜美装
本　社 〒419-0201

静岡県富士市厚原131番地の１
TEL. （0545）７２-３２１１
TEL. （0545）７２-３３００

東京支店 〒104-0041
東京都中央区新富１丁目
　　　　 ７-１４三和ビル４階
TEL. （03）６２８０-３６０６

株式会社 東亜ビルサービス ／ 有限会社 東亜美装
本　社 〒419-0201

静岡県富士市厚原131番地の１
TEL. （0545）７２-３２１１
TEL. （0545）７２-３３００

東京支店 〒104-0041
東京都中央区新富1丁目
　　　　 7-14三和ビル4階
TEL. （03）６２８０-３６０６

URL. http://www.toa-bs.co.jp　　E-maｉｌ. info@toa-bs.co.jpURL. http://www.toa-bs.co.jp　　E-maｉｌ. info@toa-bs.co.jp

××

③事務局へ申請
令和5年9月7日（木）まで

④採択交付決定
受付締切から3カ月程度で採択・不採択が決定

⑥事業終了後、実績報告書の提出・請求を行う
ことで補助金が入金されます

②事業支援計画書の交付依頼
商工会議所へ「事業支援計画書（様式４）」の
交付を依頼

①事業計画書の作成
書類作成には数週間程度かかります
商工会議所の職員が作成のアドバイスをします

⑤事業の実施
④の交付決定日から令和6年7月31日（水）
までに実施
※この期間に発注・契約、購入、支払い等を行う
経費が対象
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日常に潜む「もしも」に備えた充実のラインナップ
団体契約により低廉な保険料でご加入いただける、会員のための商工会議所保険制度

〈引受損害保険会社〉
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
損 害 保 険 ジ ャ パ ン㈱
東京海上日動火災保険㈱
三井住友海上火災保険㈱

☎3461-0058
☎52-9630

☎953-9130
☎916-2986

（055）

（050）

（055）

詳しくは引受損害保険会社パンフレットをご参照下さい｡

富士商工会議所  振興課　☎52-0995

ビジネス総合保険制度
業務災害補償プラン
休 業 補 償 プ ラ ン

小規模事業者経営改善資金制度
マル経融資

専門家が経営の悩みや課題をサポート!
相談は無料です

　中小企業診断士、税理士、弁護士など各部門のエキス
パートが経営の悩みや課題をサポートします。
　随時開催のテーマはご都合に合わせて日程調整いたし
ます。

問合せ／富士商工会議所　経営相談課
　　　　TEL．0545-52-0995

　　
税務

随時

決算・申告・消費税・インボイ
ス対応 等

労務
労働力確保・定着のための
職場環境改善、就業規則・給
与規定の作成、社会保険 等

法律 商取引に関わるトラブルの対
処 等

デジタル
電子決済・会計ソフト・オンラ
イン販路開拓・ソフトウェア
による業務効率化 等

特許
毎月第1～
第4水曜日
11:00～16:00

特許・実務新案の申請手続き
等　《事前予約制》

金融
国民生活
事業相談

毎月第2木曜日

㈱日本政策金融公庫による
運転資金、設備資金の金融
相談・教育ローン 等
《事前予約制》

創業 事業創業計画の作成・創業資
金の調達 等

事業
継続

BCP（事業継続計画）の作成
支援 等

事業
承継

毎月第2月曜日
9:00～16:00

承継する際の注意点・事業
譲渡 等　《事前予約制》

テーマ 開催日 相談内容

専門家窓口相談
小規模事業者経営改善資金制度

マル経融資

無担保・無保証人・低金利

 マル経融資は、小規模事業者の皆様の経営改善に必要な
事業資金を、富士商工会議所の推薦により、有利な条件で
㈱日本政策金融公庫から借りられる国の制度です。

【貸付限度額】 2,000万円
【年金利】 1.09%(令和5年6月1日時点)

※今なら富士市の利子補給制度を受けられます。
（貸付利率の0.5％分を最初の2年間現金補給）

【返済期間】 運転資金　7年以内／設備資金　10年以内
【利用範囲】 運転資金　材料・商品等仕入資金、買掛金決済、

人件費・外注費等の諸経費支払 等
設備資金　工場・店舗等改装資金、事業用車両・

機械設備の購入 等

《ご利用いただける方》
○従業員数　商業・サービス業·····5人以下の個人・法人
　　　　　　製造業・サービス業···20人以下の個人・法人
○6ヶ月以上富士商工会議所の経営指導を受けている事業所
○最近1年以上富士市内で同一事業を継続して行っていること
○㈱日本政策金融公庫（旧：国民生活金融公庫）が融資の
　対象としている業種
○所得税、法人税、住民税、事業税を完納していること

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方であっ
て、次の1または2のいずれかに該当する方は、下記条件
で借り入れできます。
1．最近1カ月間の売上高または過去6ヵ月（最近1カ月を含み
ます。）の平均売上高が前5年のいずれかの年と比較して
5％以上減少しているまたはこれと同様の状況にある方

2．債務負担が重くなっている方
【融資限度額】 別枠1,000万円
【利　率】 〈当初3年間〉 0.19%(令和5年6月1日時点)

〈4年目以降〉 通常のマル経融資利率と同様
【返済期間】 運転資金　20年以内／設備資金　20年以内

問合せ／富士商工会議所　経営相談課
TEL．0545-52-0995
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